











氏名・(本籍) 金 血2 官
学位の種類 工 Aで主fI与 博 士
学位記番号 第 9 1 7 3 τEヨコ
学位授与の日付 平成 2 年 3 月 24 日
学位授与の要件 工学研究科建築工学専攻










第 2 章では，都市構造と関連あると思われる 2 1 指標を用いて，大阪府下における各都市に対して類型
化を行い，各類型別都市構造の特徴を考察し，各類型別の構造的現象から都市再開発の発生に影響を与え
る都市活動について検討している。






















(1) 大阪府下 5 2 の都市的単位(大阪市内 2 2 区を含む)について，都市構造指標に関する基本的因子を
抽出し，それら都市的単位の類型化を行なうとともに，再開発発生都市と非発生都市の特性分析を行な
って，発生現象の構造把握を示している。
(2) 昭和 3 0 年から 6 0 年に至る大阪府下各都市の都市開発活動の実績を明らかにし，傾向把握を行なっ
て，再開発発生の力学的要因が，都市機能実勢の上昇と開発活動との均衡関係にあることを示しているo
(3) 市街地再開発の周辺地域における土地利用の特性把握を行ない 商業地活動及び住宅立地活動の分布
構造を示すとともに工業立地カ湘]制され駆逐されていく傾向にある乙とを明らかにしている。
(4) 市街地再開発による周辺地域の社会・経済的変化として，定住人口及び.人口構造について，積極的な
影響が認められるとともに，開発整備の可能性についても，積極化する傾向がある乙とを明らかにして
いる。
(5) 大阪駅前市街地改造事業を事例として，周辺地域の建設動向と地価の変動を把握し，都市的地域にお
ける再開発波及効果について，一定の影響を及ぼすものであることを明らかにしている。
以上のように本論文は，都市再開発を核とする地域の計画的推進に関する基礎的知見を導いたものであ
り，都市計画学ならびに建築計画学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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